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農農産産園園芸芸課課分分掌掌事事務務 

 

１．農産物の生産計画、生産調整及び生産振興に関すること。

（他課（室）の所管に属するものを除く。） 

２．農産、園芸及び特用作物の生産に関すること。 

３．米穀の需給調整に関すること。 

４．農業共済組合等の指導監督に関すること。 

５．農業共済団体等の育成指導に関すること。

 
 

 

 

農農産産園園芸芸課課組組織織 

  

 

農産共済班 ５名 

農産園芸課長         総括課長補佐 果  樹 班    ４名 

野 菜 班 ６名 

花き特産班 ５名 

計 ２２名 
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　　　　　（単位：千円）

目　　　名 国庫支出金 その他 一般財源

01 農　業　費 

01 農業総務費

07 園芸振興費

08 農作物対策費

11 農業共済団体指導費

備　考

項　　　名

令和　２年度

令和　３年度

平成３０年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

農産園芸課の予算(総括)

合     計

当初予算(※)

財　源　内　訳

平成３１年度

平成２９年度

令和　４年度

令和　５年度



3

【目　　名】  

事　業　名  当初予算額

事　項　名  国　庫 その他 一般財源

【農業総務費】

職員給与費

【園芸振興費】

園芸振興対策費

未来へつなぐ長崎果樹産地推進事業費

新・野菜産地力アップ事業費

茶・葉たばこ等産地構造改革推進事業費

咲き誇る「ながさきの花」産地拡大推進事業費

スマート農業推進費

ながさき農業デジタル化促進事業費

ながさき産地基盤整備・強靭化事業費

価格安定対策費

野菜生産出荷安定対策費

【農作物対策費】

農産振興対策費

未来へつなぐ水田農業産地支援事業費

農作物種子対策費

経営所得安定対策等推進事業費

【農業共済団体指導費】

共済振興対策費

農業共済団体等指導監督費

合     計       

（単位：千円）

財　源　内　訳

予算事業別一覧表
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農農産産園園芸芸事事業業のの概概要要 

１１ 「「チチャャレレンンジジ園園芸芸１１００００００億億達達成成計計画画」」のの推推進進

園芸部門の振興方策を示した「チャレンジ園芸 億達成計画」に基づき、スマート農業技

術等を体系的に導入する「スマート産地」づくりにより、生産性の飛躍的向上と定時・定量・高

品質出荷体制の構築を図り、産地計画の実現を基軸とした園芸産出額 億円の達成を目指し

ます。

（ ）ながさき農業デジタル化促進事業費

「快適で儲かる農業」を実現し多様な人材の定着・活躍を図るため、デジタル指導体制整

備から人材育成、技術導入を一貫して実施します。

ながさき産地基盤整備・強靭化事業費

「チャレンジ園芸 億達成計画」の実現に向け、県と農業団体が一体となって所得向上

対策や担い手確保・育成対策に取り組むとともに、気候変動に対応した強い産地づくりのた

め、ハウスの強靭化や必要な資材導入等を支援します。

  
未来へつなぐ長崎果樹産地推進事業費

「第１２次長崎県果樹農業振興計画」に基づき、担い手の確保・育成対策、果樹産地の生産

基盤強化、出荷・販売体制効率化等の対策を推進し、果樹農家の所得向上と果樹産地の持続的

な発展を図ります。 

 新・野菜産地力アップ事業費

品目毎に定めた活性化プラン等に掲げた農業技術の普及・拡大により産地の生産力向上を

図るとともに、輸出、スマート技術対策や気候変動に強い産地づくりなど産地自らが行う課

題解決に向けた新たな取組を支援し、他産地への普及の横展開を図り、本県野菜産地を強化

します。

 咲き誇る「ながさきの花」産地拡大推進事業費

咲き誇る「ながさきの花」産地拡大推進計画に基づき、令和７年の産出額 億円の達成を

目指して、本県花き生産振興に向けた更なる規模拡大、生産性・品質の向上、生産コストの

縮減、担い手の確保、消費拡大や新たな需要の創出等に向けた施策に取り組みます。

茶・葉たばこ等産地構造改革推進事業費

茶については、長崎県茶業振興計画に基づき、産地の維持拡大と消費拡大、多様なニーズ

に対する生産、販売体制の構築など、茶産地の構造改革のための施策を推進します。

葉たばこについては、新たな担い手の確保や省力化による担い手の規模拡大を図り、生産

品質向上対策として、円滑な農地の有効活用を支援します。
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２２ 水水田田をを中中心心ととししたた土土地地利利用用型型農農業業のの展展開開

「長崎県水田農業推進方針（ながさき水田農業産地計画）」に基づき、水稲高温耐性品種の生

産拡大や品質向上等による県民米ブランド化の推進、実需者ニーズの高い麦・大豆等の生産拡大、

担い手の経営規模拡大や低コスト化等を推進するとともに、経営所得安定対策など国の事業を有

効に活用し、水田農業の所得向上を推進します。

未来へつなぐ水田農業産地支援事業費

高齢化等による水田面積の減少や米需要量が減少するなか、本県の米の現状分析を行い、

生産方針や販売戦略等についてビジョンを明確にするとともに、担い手減少による労働力不

足に対応するため、米、麦、大豆等の省力化・低コスト化技術の実証・普及や、水田農業の

収入アップに向けた高収益品目等新たな品目の選定・栽培実証・普及等を支援します。

農作物種子対策費

米・麦・大豆の優良種子及び優良原種を安定生産・確保供給するため、関係団体と一体と

なった生産管理技術の向上、生産体制の整備を図ります。

経営所得安定対策等推進事業費

経営所得安定対策等の実施に必要となる推進活動等のうち、都道府県段階及び地域段階の

事業実施主体が行う現場における推進活動や要件確認等に必要となる経費を助成します。

３３ 農農業業共共済済組組合合のの指指導導等等

従来の農業共済事業に加え、青色申告を行っている農業者を対象とした農業経営収入保険制

度の周知及び推進を実施するとともに、農業共済団体の適正な運営と事業の円滑な推進を図る

ため、指導監督を強化します。

農業共済団体等指導監督費

農業保険法に定められた審査承認等の事務処理を行うとともに、農業共済団体の運営の適

正化と健全な発展を図るための情報収集および農業共済組合等に対する指導・監督を行いま

す。
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予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 スマート農業推進費

事 項 名 ながさき農業デジタル化促進事業費 野菜班、果樹班

（根拠法令等）

事

業

概

要

本県農業の主役である多様な人材の定着・活躍を促すため、これまで取り組んできた 等

のデジタル技術や遠隔・自動化技術をさらに発展・普及させ、産地のデジタル化を推進

し、快適で儲かる農業の実現を図る。

内

容

（事業実施期間） 令和５年度～令和７年度

（事業内容）

１．県推進事業                   千円（国庫： 千円）（県費： 千円）

（１）次世代デジタル産地づくり推進事業  
① デジタル技術の指導体制整備（県事業） 
〇県内各産地の環境データを広域的に収集・分析を行い、リアルタイムに生産者を 

サポートできる技術指導体制を確立 
・デジタル体制整備検討会議の開催 
・データ活用指導者講習会、県域研修会等の開催 
・先進地事例調査 

 
② 農業デジタル人材の育成（県環境制御普及協議会） 

〇産地内及び産地間での勉強会や研修会を通して、データ駆動型技術等を駆使する 
生産者の育成を図る 
・産地内・産地間勉強会の強化 
・生産者・指導者の育成（研修会開催等） 

２．市町、団体等への助成事業 千円（国庫： 千円）（県費： 千円）

（１）次世代デジタル産地づくり整備事業

① データ駆動型技術導入支援（補助率：１／３以内）

データ駆動型技術の導入による収量・品質の最大化と働き方の変革（労働生産性

向上）を支援

② 遠隔・自動化技術導入支援（補助率：１／３以内）

遠隔管理、自動化技術の導入による作物の最適化、働き方の変革を支援

※国庫：地方創生交付金

予

算

額

千円

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 そ の 他 一 般

令和 ５年

令和 ６年

342
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予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 スマート農業推進費

事 項 名 ながさき産地基盤整備・強靭化事業費 （花き特産班、果樹班）

（根拠法令等）

事

業

概

要

「チャレンジ園芸 億達成計画」に基づいた各産地計画の目標達成に向け、県と農業団

体が一体となって課題等の解決に向けた検証・検討を進め、産地の安定生産・維持拡大、定

時・定量・定質（高品質）化に直結する必要な取組を支援する。また、令和 年度以降は、こ

れまでの対策に加え、所得向上対策や担い手確保・育成対策、気候変動対策に重点的に取り

組み、令和 年の園芸産出額 億円の達成を加速化させる。

内

容

（事業実施期間） 令和６年度～令和７年度

（事業内容）
１．県推進事業 千円
（１）推進体制の確立 

①推進会議の開催 
②所得向上対策の推進 
・産地の生産量・品質向上や作業の省力化に資する技術導入の助言・指導 
・農業生産の低コスト化に資する技術の普及に向けた産地研修会の開催 
・品種や出荷時期等の消費者ニーズの分析及びニーズに対応した産地づくりの指導 
③品目別計画実現検討会、産地計画実現検討会の開催 
・県と農業団体が品目別、地区別、産地別の推進に関する検討、産地計画書の課題解決の

検討・調整等を行い、推進会議に提言 
④産地振興指導チームによる活動 
・産地に対する産地計画書の策定支援や新産地の育成に関する検討 

 
（２）新たな担い手確保・育成に向けた支援 

・担い手育成計画や受入団体制度を活用し、新たな担い手等に対する産地ぐるみの 
バックアップ体制（産地内での情報共有等）の構築に向けた助言・指導 

 
（３）定時・定量・定質（高品質）に対応した産地づくりの支援 

・気候変動に対応した生産技術の産地研修会の実施 
・異常気象が予想される際の情報発信や技術指導の実施 

２．市町、団体等への助成事業 千円（国庫： 千円）（県費： 千円）
気候変動に対応した足腰の強い産地づくりに向け、耐久性などを高めるハウスの補強や
必要な資材の導入等を支援（補助率：県 （①･②のみ ）、市町 以上）
※国庫：地方創生交付金

（１）産地基盤整備事業
①アスパラガス新改植、②果樹優良品種への更新、③果樹高品質化資材
④高温防止フィルム、⑤反射資材、⑥寒害防止保温資材

（２）産地基盤強靭化事業
⑦ハウスの強靭化、⑧遊休ハウスの移転、⑨茶防霜ファンの機能向上・強靭化

予

算

額

千円

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 そ の 他 一 般

令和 ５年

令和 ６年

県と農業団体が品目別、地区別、産地別の推進に関する検討、産地計画書の課題解決の
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県
推

進
事

業
県
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
推
進
体
制
に
お
い
て
園
芸
産
出
額

億
の
達
成
を
目
指
す
た
め
、
部
門
別
毎
の
課
題
分
析
を
行
い
方
向
性
を
示

し
た
う
え
で
、
振
興
局
・
市
町
・
農
協
等
で
構
成
さ
れ
る
産
地
振
興
指
導
チ
ー
ム
会
が
産
地
に
対
し
以
下
を
行
う
。

○
所
得
向
上
対
策
の
推
進

・
産
地
の
生
産
量
・
品
質
向
上
や
作
業
の
省
力
化
に
資
す
る
技
術
導
入
の
助
言
・
指
導

・
農
業
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
技
術
の
普
及
に
向
け
た
産
地
研
修
会
の
開
催

・
品
種
や
出
荷
時
期
等
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
分
析
及
び
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
産
地
づ
く
り
の
指
導

○
新
た
な
担
い
手
確
保
・
育
成
に
向
け
た
支
援

・
担
い
手
育
成
計
画
や
受
入
団
体
制
度
を
活
用
し
、
新
た
な
担
い
手
等
に
対
す
る
産
地
ぐ
る
み
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
（
産
地
内
で
の
情
報

共
有
等
）
の
構
築
に
向
け
た
助
言
・
指
導

○
定
時
・
定
量
・
定
質
（
高
品
質
）
に
対
応
し
た
産
地
づ
く
り
の
支
援

・
気
候
変
動
に
対
応
し
た
生
産
技
術
の
産
地
研
修
会
の
実
施

・
異
常
気
象
が
予
想
さ
れ
る
際
の
情
報
発
信
や
技
術
指
導
の
実
施

市
町

、
団

体
等

へ
の

助
成

事
業

（
１
）
気
候
変
動
に
対
応
し
た
強
い
産
地
づ
く
り
支
援
事
業
（
補
助
率
：
１

３
以
内
、
１

２
以
内
）

・
ハ
ウ
ス
の
強
靭
化
・
遊
休
ハ
ウ
ス
移
転

・
茶
防
霜
フ
ァ
ン
の
機
能
向
上

・
高
温
防
止
フ
ィ
ル
ム

・
反
射
資
材

・
寒
害
防
止
保
温
資
材

・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
新
改
植

・
果
樹
優
良
品
種
へ
の
更
新
（
果
樹
の
新
植
・
改
植
・
高
接
ぎ
）
・
果
樹
高
品
質
化
資
材
（
巻
上
、
シ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
マ
ル
チ
等
）

【
予
算
要
求
額
：

千
円
】

な
が

さ
き

産
地

基
盤

整
備

・
強

靭
化

事
業

（
～

）
（

拡
充

）

〇
こ
れ
ま
で
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
園
芸

億
達
成
計
画
」
に
基
づ
い
た
各
産
地
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、
県
と
農
業
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
等
の
解
決
に

向
け
た
検
証
・
検
討
を
進
め
、
産
地
の
安
定
生
産
・
維
持
拡
大
、
定
時
・
定
量
・
定
質
（
高
品
質
）
化
に
直
結
す
る
必
要
な
取
組
の
支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

〇
令
和

年
度
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
に
加
え
、
所
得
向
上
対
策
や
担
い
手
確
保
・
育
成
対
策
、
気
候
変
動
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
令
和

年
の
園

芸
産
出
額

億
円
の
達
成
を
加
速
化
さ
せ
る
。

【
事

業
内

容
】

高
温
防
止
フ
ィ
ル
ム

冷 気

光
合

成
向

上

保
温

温
度

低
下

寒
害
防
止
保
温
資
材

反
射
資
材

【
事

業
の

ポ
イ

ン
ト

】

県と農業団体が品目別、地区別、産地別の推進に関する検討、産地計画書の課題解決の
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予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 園芸振興対策費

事 項 名 未来へつなぐ長崎果樹産地推進事業費                     （果樹班）

（根拠法令等）

事
業
概
要

「第１２次長崎県果樹農業振興計画」に基づき、担い手の確保・育成対策、果樹産地の生産基

盤強化、出荷・販売体 制効率化等の対策を推進し、果樹農家の所得向上と果樹産地の持続的な

発展を図る。 

内

容

（事業実施期間）

令和６年度～令和７年度

 
（事業内容）

１．県が行う事業：12,965千円 
（１）担い手の確保・育成対策 

①担い手への樹園地・経営継承支援 
・一時的に樹園地の管理を引き受け（中間管理園）新規参入者等へ継承する体制の整備  
・中間管理園等を活用した果樹トレーニングファームの設置・運営に向けた検討 

②担い手リーダーへの支援 
・担い手に対する経営力向上支援による地域・生産者組織のリーダー育成 

 
（２）果樹産地の生産基盤強化 

①労働生産性向上対策 
・スマート技術導入等支援による省力化・軽労化推進  
・労働生産性向上技術に対応した栽培体系、圃場整備の検討及び推進  

②高単価果実の生産拡大支援 
・県育成品種による新産地の育成 
・実証展示圃設置による高品質・省力効果および経営コストの検証 
・高品質みかん年明け出荷拡大に向けた貯蔵技術の実証  

③『未来へつなぐ長崎びわ産地プロジェクト』推進 
・びわ簡易ハウス導入推進による災害に強いびわ産地の育成  
・日本一のびわ産地の次世代への継承のための基盤整備事業等推進 

 
（３）果樹産地の出荷販売体制効率化 

①スマート選果機の利用体制整備支援 
・スマート選果機の効果的な利用体制整備 
・省力化および差別化による高単価販売のためのスマート選果機の効果的利用体制の整備 

②販売ロット確保対策 
・ロット確保による有利販売、出荷・流通の効率化等を目的とした集出荷施設再編に向け

た検討 
 
２．市町、団体等への助成事業：80千円 
（１）全国みかん生産府県知事会議（幹事県）負担金 

補助対象者：全国みかん生産府県知事会議 

予  
算  
額 

（千円）

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年
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スス
ママ
ーー
トト
選選
果果
機機
利利
用用
にに
よよ
るる

ブブ
ララ
ンン
ドド
化化
（（
びび
わわ
））

担担
いい
手手
のの
確確
保保
・・育育
成成
対対
策策

◆◆
（（
新新
））
担担
いい
手手
へへ
のの
樹樹
園園
地地
・・経経
営営
継継
承承
支支
援援

担担
いい
手手
組組
織織
のの
活活
動動
支支
援援
をを
通通
じじ
てて
、、
地地
域域
おお
よよ
びび
生生
産産

組組
織織
のの
リリ
ーー
ダダ
ーー
とと
なな
るる
人人
材材
をを
育育
成成

・県
内
外
先
進
地
の
担
い
手
と
の
交
流
・意
見
交
換
会

・
自
立
・ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
経
営
研
修
会

◆◆
（（
拡拡
））担担
いい
手手
リリ
ーー
ダダ
ーー
へへ
のの
支支
援援

等等
がが
離離
農農
者者
かか
らら
一一
時時
的的
にに
管管
理理
をを
引引
きき
受受
けけ
（（中中
間間
管管
理理
園園
））
、、
新新
規規
参参
入入
者者
等等
へへ
樹樹
園園

地地
・・
経経
営営
をを
継継
承承
すす
るる
体体
制制
をを
構構
築築

・中
間
管
理
園
等
候
補
園
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
支
援

・
ﾄﾚ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞﾌ
ｧ
ｰ
ﾑ
設
立
・運
営
に
向
け
た
先
行
事
例
収
集

お
よ
び
連
携
会
議

果果
樹樹
産産
地地
のの
出出
荷荷
・・販販
売売
体体
制制
効効
率率
化化

◆◆
販販
売売
ロロ
ッッ
トト
確確
保保
対対
策策

◆◆
スス
ママ
ーー
トト
選選
果果
機機
のの
利利
用用
体体
制制
整整
備備
支支
援援

ロロ
ッッ
トト
のの
確確
保保
にに
よよ
るる
有有
利利
販販
売売
、、
出出
荷荷
・・流流
通通
のの
効効
率率
化化
等等
をを

目目
的的
とと
しし
たた
選選
果果
場場
のの
再再
編編
にに
向向
けけ
たた
検検
討討

・み
か
ん
集
出
荷
施
設
再
編
に
向
け
た
検
討

・
流
通
改
革
（

年
問
題
）に
対
応
可
能
な
集
荷
・出
荷
体
制
整
備

選選
果果
・・出出
荷荷
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
省省
力力
化化
おお
よよ
びび
差差
別別
化化
にに
よよ
るる
高高
単単
価価
販販
売売
をを
目目
的的
とと
しし
たた

スス
ママ
ーー
トト
選選
果果
機機
のの
効効
果果
的的
なな
利利
用用
体体
制制
をを
整整
備備

・ス
マ
ー
ト
選
果
機
利
用
に
よ
る
効
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
お
よ
び

ロ
ッ
ト
確
保
に
向
け
た
協
議

果果
樹樹
産産
地地
のの
生生
産産
基基
盤盤
強強
化化

◆◆
（（
拡拡
））
労労
働働
生生
産産
性性
向向
上上
支支
援援

農農
作作
業業
のの
省省
力力
化化
・・軽軽
労労
化化
にに
よよ
りり
労労
働働
生生
産産
性性
をを
向向
上上
ささ
せせ
るる
ここ
とと
がが
期期
待待
ささ
れれ
るる
技技
術術
導導

入入
にに
向向
けけ
たた
取取
組組
をを
支支
援援

・地
域
に
適
し
た
労
働
生
産
性
向
上
技
術
検
討
の
た
め
の
実
演
会
等

・労
働
生
産
性
向
上
技
術
に
対
応
し
た
栽
培
体
系
、
圃
場
整
備
の

検
討
・支
援

・み
か
ん
代
替
新
資
材
シ
ー
ト
の
検
討
・普
及
促
進
等
に
よ
る
コ
ス
ト

低
減
対
策

◆◆
高高
単単
価価
果果
実実
のの
生生
産産
拡拡
大大
支支
援援

◆◆
（（
新新
））
『『
未未
来来
へへ
つつ
なな
ぐぐ
長長
崎崎
びび
わわ
産産
地地
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
』』
推推
進進

災災
害害
にに
強強
いい
びび
わわ
産産
地地
のの
育育
成成
、、
日日
本本
一一
のの
びび
わわ
産産
地地
のの
次次
世世
代代
へへ
のの
継継
承承
のの
たた
めめ
、、
基基
盤盤

整整
備備
やや
作作
業業
道道
のの
整整
備備
、、
簡簡
易易
ハハ
ウウ
スス
のの
リリ
ーー
スス
事事
業業
等等
をを
推推
進進

・
基
盤
整
備
、
簡
易
ハ
ウ
ス
推
進
の
た
め
の
適
地
の
選
定
・
検
討

・
び
わ
経
営
の
安
定
、
び
わ
産
地
の
維
持
・発
展
の
た
め
の
複
合
品
目
の
事
例
収
集
お
よ
び
協

議 →
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
（国
庫
）
を
活
用
し
た
簡
易
ハ
ウ
ス
の
整
備

みみ
かか
んん
根根
域域
制制
限限
栽栽
培培

展展
示示
圃圃

ドド
ロロ
ーー
ンン
防防
除除
等等
スス
ママ
ーー
トト
技技

術術
のの
導導
入入
推推
進進

気気
象象
変変
動動
等等
にに
左左
右右
ささ
れれ
ずず
高高
品品
質質
果果
実実
をを
安安
定定
的的
にに
生生
産産
可可
能能
なな
産産
地地
のの
育育
成成
、、
栽栽
培培

技技
術術
のの
普普
及及
・・実実
践践
をを
推推
進進

・
（（新新
））県
育
成
品
種
等
に
よ
る
新
産
地
育
成
に
向
け
た
検
討

→
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
（国
庫
）等
を
活
用
し
、
新
・改
植
を
実

・
高
品
質
果
実
生
産
・省
力
効
果
の
実
証
お
よ
び
経
営
試
算
等
の

た
め
の
実
証
展
示
圃
の
設
置

・
み
か
ん
年
明
け
出
荷
拡
大
に
向
け
た
貯
蔵
技
術
実
証
支
援
お
よ
び

・
品
種
構
成
等
の
検
討

【
予
算
額
：

千
円
】

未
来
へ
つ
な
ぐ
長
崎
果
樹
産
地
推
進
事
業
費
（

～
）
（
拡
充
）

〇
「
第
１
２
次
長
崎
県
果
樹
農
業
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
、
果
樹
産
地
の
生
産
基
盤
強
化
、
出
荷
・
販
売
体

制
効
率
化
等
の
対
策
を
推
進
し
、
果
樹
農
家
の
所
得
向
上
と
果
樹
産
地
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
。

【
事
業
内
容
】

【
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
】

→
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

（国
庫
）
等
を
活
用
し
、
新

・
改
植
を
実
施



12

予 算 科 目 農作物対策費

事 業 名 農産振興対策費

事 項 名 未来へつなぐ水田農業産地支援事業費 （農産共済班）

（根拠法令等）主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律

米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律

農産物検査法

麦・大豆生産技術向上事業要綱・要領

事
業
概
要

高齢化等による水田面積の減少や米需要量が減少するなか、本県の米の現状解析を行い、生産

方針や販売戦略等についてビジョンを明確にするとともに、担い手減少による労働力不足に対応

するため、米、麦、大豆等の省力、低コスト化技術の実証・普及や、水田農業の収入アップに向

けた高収益品目等新たな品目の選定・栽培実証・普及等を支援する。

内

容

（事業実施期間） 令和６年度～令和７年度

（実施内容）

１．県が行う事業 千円（県費： 千円）

（１）県産米の生産、流通、販売ビジョンの協議、決定

（２）省力、低コスト化技術の評価、検証

（３）水稲高温耐性品種の推進、生産拡大

（４）麦・大豆の需要に応じた生産、品質向上の推進

（５）食糧法及び米トレーサビリティー法に基づく巡回調査等

（６）農産物検査法に係る登録検査機関の登録・更新・変更及び立入検査等

２．市町、団体等への助成事業 千円

（１）ラクして儲かる水田農業実践事業 （県費： 千円）

①水田省力・低コスト化技術導入支援事業（補助率：定額）

水田営農品目の省力・低コスト化技術や栽培体系確立に向けた実証、普及に向けた取組

を支援

②水田高収益品目導入支援事業（補助率：定額）

各地域の土壌環境や気象条件に適する高収益品目の選定や栽培実証、普及に向けた取組

を支援

③水田省力化機械操作技術習得支援事業（補助率： 以内）

水田農業の省力化につながる機械の操作技術習得を支援

（２）麦・大豆生産技術向上事業（補助率：定額、 以内） （国庫： 千円）

国産麦・大豆の生産性向上のための作付けの団地化の推進や営農技術の導入、生産拡大

に向けた機械導入等を支援

予

算

額

千円

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年

 
 

 

　高齢化等による水田面積の減少や米需要量が減少するなか、本県の米の現状解析を行い、生

産方針や販売戦略等についてビジョンを明確にするとともに、担い手減少による労働力不足に

対応するため、米、麦、大豆等の省力、低コスト化技術の実証・普及や、水田農業の収入アッ

プに向けた高収益品目等新たな品目の選定・栽培実証・普及等を支援する。

（
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令
和

年
度

予
算

額
：

千
円

未
来

へ
つ

な
ぐ

水
田

農
業

産
地

支
援

事
業

（
～

）
（

新
規

）

高
齢
化
等
に
よ
る
水
田
面
積
の
減
少
や
米
需
要
量
が
減
少
す
る
な
か
で
、
本
県
水
田
農
業
の
維
持
発
展
を
図
る
た
め
、
水
稲
高
温
耐
性
品
種
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、

米
の
生
産
、
流
通
、
販
売
ま
で
一
貫
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
麦
・
大
豆
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
品
質
向
上
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
以
下
の
取
組
を
支
援

•
水
田
農
業
の
担
い
手
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
米
、
麦
、
大
豆
を
は
じ
め
と
し
た
水
田
営
農
品
目
の
省
力
、
低
コ
ス
ト
化
技
術
の
実
証
・
普
及

•
水
田
農
業
の
収
入
ア
ッ
プ
に
向
け
、
高
収
益
品
目
等
の
新
た
な
品
目
の
選
定
・
栽
培
実
証
・
普
及

【
事

業
内

容
】

県
推

進
事

業
予
算
額

千
円

（
１
）
県
産
米
の
生
産
、
流
通
、
販
売
ビ
ジ
ョ
ン
の
協
議
、
決
定

・
全
農
、

等
の
関
係
機
関
と
本
県
の
米
の
現
状
解
析
、
生
産
方
針
や
販
売
戦
略
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

（
２
）
省
力
、
低
コ
ス
ト
化
技
術
の
評
価
、
検
証

・
作
物
技
術
者
協
議
会
や
地
域
農
業
振
興
協
議
会
等
と
連
携
し
て
、
労
働
時
間
や
生
産
費
等
の
評
価
、
既
存
技
術
と
の
比
較
、
検
証
を
実
施

（
３
）
水
稲
高
温
耐
性
品
種
の
推
進
、
生
産
拡
大

・
特

獲
得
や
栽
培
適
地
マ
ッ
プ
の
活
用
等
に
よ
り
、
高
温
耐
性
品
種
の
推
進
、
生
産
拡
大
を
推
進

（
４
）
麦
・
大
豆
の
需
要
に
応
じ
た
生
産
、
品
質
向
上
の
推
進

・
麦
種
ご
と
の
需
要
に
応
じ
た
作
付
面
積
の
適
正
化
や
、
品
質
向
上
を
推
進

・
大
豆
の
単
収
低
下
要
因
に
応
じ
た
対
策
技
術
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
新
品
種
へ
の
転
換
に
向
け
た
検
討
、
準
備
を
実
施

（
５
）
食
糧
法
及
び
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
法
に
基
づ
く
巡
回
調
査
等

（
６
）
農
産
物
検
査
法
に
係
る
登
録
検
査
機
関
の
登
録
・
更
新
・
変
更
及
び
立
入
検
査
等

市
町

、
団

体
へ

の
助

成
事

業
◆
ラ
ク
し
て
儲
か
る
水
田
農
業
実
践
事
業

予
算
額

千
円

補
助
率
：
定
額
、

以
内

（
１
）
水
田
営
農
品
目
の
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
技
術
や
栽
培
体
系
確
立
に
向
け
た
実
証
、
普
及
に
向
け
た
取
組
支
援

①
振
動
ロ
ー
ラ
ー
式
乾
田
直
播
技
術
、
②
高
密
度
播
種
苗
移
植
技
術
、
③
部
分
浅
耕
播
種
技
術

等
の
実
証
、
普
及
に
か
か
る
ソ
フ
ト
経
費
を
支
援
（
定
額
）

（
２
）
各
地
域
の
土
壌
環
境
や
気
象
条
件
に
適
す
る
高
収
益
品
目
の
選
定
や
栽
培
実
証
、
普
及
に
向
け
た
取
組
支
援

・
各
地
の
土
壌
条
件
、
気
象
条
件
等
に
適
す
る
高
収
益
品
目
等
の
導
入
に
向
け
た
品
目
選
定
、
栽
培
実
証
、

実
証
結
果
検
証
、
課
題
整
理
、
課
題
解
決
お
よ
び
普
及
に
か
か
る
ソ
フ
ト
経
費
を
支
援
（
定
額
）

（
３
）
水
田
農
業
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
機
械
の
操
作
技
術
習
得
支
援

・
無
人
ヘ
リ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
技
術
研
修
の
費
用
を
支
援
（

以
内
）

◆
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上
事
業
（
国
庫
）
予
算
額

千
円

（
定
額
・

以
内
）

・
国
産
麦
・
大
豆
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
作
付
け
の
団
地
化
の
推
進
や
営
農
技
術
の
導
入
、
生
産
拡
大
に
向
け
た
機
械
導
入
等
を
支
援

【
事

業
の

ポ
イ

ン
ト

】

振
動

ロ
ー

ラ
ー

式
乾

田
直

播
技

術
直

接
圃

場
に

播
種

を
行

う
こ

と
で

育
苗

・
田

植
え

作
業

の
省

略
が

可
能

水
田

営
農

品
目

の
省

力
・

低
コ

ス
ト

化
技

術
や

栽
培

体
系

確
立

に
向

け
た

実
証

、
普

及

軽
量

・
湿

田
を

好
む

品
目

各
地

域
の

土
壌

環
境

や
気

象
条

件
に

適
す

る
高

収
益

品
目

の
選

定
や

栽
培

実
証

、
普

及

中
山

間
地

平
坦

地

（
例

：
山

菜
、

山
椒

等
）

既
存

機
械

が
利

用
可

能
な

品
目

（
例

：
ご

ま
、

野
菜

、
機

能
性

穀
類

等
）

（
拡
充
）
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予 算 科 目   園芸振興費
（根拠法令等） 
廃棄物の処理及び清掃に
関する法律 
ばれいしょ原原種及びさ
とうきび原原種配布要綱

事 業 名   園芸振興対策費

事 項 名   新・野菜産地力アップ事業費 （野菜班）

事 
業 
概 
要

品目毎の活性化プラン等に掲げた農業技術の普及・拡大により産地の生産力の向上を図ると
ともに、輸出、スマート技術化対策や気候変動に強い産地づくりなど課題解決に新たに取り組
む産地を支援する。 

   

      
  

      
  内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容

（事業実施期間）
令和６年度～令和７年度

（実施内容）                                               
１．県が行う事業 千円 
（１）活性化プラン推進(ばれいしょ、いちご、アスパラガス、ブロッコリー)

活性化プラン推進会議の開催、重要病害や栽培技術の改善・普及、展示ほ設置等 
（２）重点推進品目(ばれいしょ、いちご、アスパラガス、ブロッコリー以外の品目)の振興 

安定生産のための検討会開催、規模拡大、省力化につながる技術の検討 
（３）野菜作付拡大プロジェクト 

企画推進会議の開催、実証試験ほの設置、技術実証現地検討会の開催 
（４）産地の定時・定量・定質出荷体制強化 

野菜生産振興対策協議会、集出荷施設再編整備検討会等の開催等
（５）園芸用廃プラスチック適正処理推進 

園芸用廃プラスチックの適正処理についての啓発・指導等 
 
２．市町、団体等への助成事業等 千円
（１）「長崎ばれいしょ」こだわり産地づくり推進事業

〇春ばれいしょの早出し出荷の拡大推進や他県産との差別化を図るため、本県育成品種「アイマ
サリ」「ながさき黄金」等新品種の導入推進の取組に対し助成
・事業主体：全国農業協同組合連合会長崎県本部
・補 助 金： 千円（補 助 率：１／２以内）

（２）種ばれいしょ原・採種ほ設置委託
・委 託 先：長崎県種馬鈴薯協会
・委 託 料： 千円
・内 容：原種ほ 、採種ほ

（３）いちご優良系統確立支援事業
     〇いちご高品質品種の導入普及に向け、優良系統選抜等への取組に対し助成

・補 助 金： 千円（補 助 率：１／２以内） 
      ・事業主体：一般社団法人 長崎県園芸種苗供給センター
      ・助成対象：優良系統選抜に要する経費等  
３．新・野菜産地力アップチャレンジ事業 千円 
（１）市町等への助成事業 6,752千円 

・事業主体：農業者が組織する団体等 
・支援内容 

① 輸出等を目指すマーケットイン型産地育成 （補助率：定額、１／２以内） 
② 課題解決型産地の育成：スマート露地産地の育成支援、気候変動の強い産地育成

支援  （補助率：定額、１／２以内） 
（２）研修会開催等の開催  

・県内の普及に向けた研修会、現地検討会等の開催経費（県事業） 

 
  予  
  算  
  額 
 
 (千円） 

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年

 

予 算 科 目   園芸振興費
（根拠法令等） 
廃棄物の処理及び清掃に
関する法律 
ばれいしょ原原種及びさ
とうきび原原種配布要綱

事 業 名   園芸振興対策費

事 項 名   新・野菜産地力アップ事業費 （野菜班）

事 
業 
概 
要

品目毎の活性化プラン等に掲げた農業技術の普及・拡大により産地の生産力の向上を図ると
ともに、輸出、スマート技術化対策や気候変動に強い産地づくりなど課題解決に新たに取り組
む産地を支援する。 

   

      
  

      
  内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容

（事業実施期間）
令和６年度～令和７年度

（実施内容）                                               
１．県が行う事業 千円 
（１）活性化プラン推進(ばれいしょ、いちご、アスパラガス、ブロッコリー)

活性化プラン推進会議の開催、重要病害や栽培技術の改善・普及、展示ほ設置等 
（２）重点推進品目(ばれいしょ、いちご、アスパラガス、ブロッコリー以外の品目)の振興 

安定生産のための検討会開催、規模拡大、省力化につながる技術の検討 
（３）野菜作付拡大プロジェクト 

企画推進会議の開催、実証試験ほの設置、技術実証現地検討会の開催 
（４）産地の定時・定量・定質出荷体制強化 

野菜生産振興対策協議会、集出荷施設再編整備検討会等の開催等
（５）園芸用廃プラスチック適正処理推進 

園芸用廃プラスチックの適正処理についての啓発・指導等 
 
２．市町、団体等への助成事業等 千円
（１）「長崎ばれいしょ」こだわり産地づくり推進事業

〇春ばれいしょの早出し出荷の拡大推進や他県産との差別化を図るため、本県育成品種「アイマ
サリ」「ながさき黄金」等新品種の導入推進の取組に対し助成
・事業主体：全国農業協同組合連合会長崎県本部
・補 助 金： 千円（補 助 率：１／２以内）

（２）種ばれいしょ原・採種ほ設置委託
・委 託 先：長崎県種馬鈴薯協会
・委 託 料： 千円
・内 容：原種ほ 、採種ほ

（３）いちご優良系統確立支援事業
     〇いちご高品質品種の導入普及に向け、優良系統選抜等への取組に対し助成

・補 助 金： 千円（補 助 率：１／２以内） 
      ・事業主体：一般社団法人 長崎県園芸種苗供給センター
      ・助成対象：優良系統選抜に要する経費等  
３．新・野菜産地力アップチャレンジ事業 千円 
（１）市町等への助成事業 6,752千円 

・事業主体：農業者が組織する団体等 
・支援内容 

① 輸出等を目指すマーケットイン型産地育成 （補助率：定額、１／２以内） 
② 課題解決型産地の育成：スマート露地産地の育成支援、気候変動の強い産地育成

支援  （補助率：定額、１／２以内） 
（２）研修会開催等の開催  

・県内の普及に向けた研修会、現地検討会等の開催経費（県事業） 

 
  予  
  算  
  額 
 
 (千円） 

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年

 

予 算 科 目   園芸振興費
（根拠法令等） 
廃棄物の処理及び清掃に
関する法律 
ばれいしょ原原種及びさ
とうきび原原種配布要綱

事 業 名   園芸振興対策費

事 項 名   新・野菜産地力アップ事業費 （野菜班）

事 
業 
概 
要

品目毎の活性化プラン等に掲げた農業技術の普及・拡大により産地の生産力の向上を図ると
ともに、輸出、スマート技術化対策や気候変動に強い産地づくりなど課題解決に新たに取り組
む産地を支援する。 

   

      
  

      
  内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容

（事業実施期間）
令和６年度～令和７年度

（実施内容）                                               
１．県が行う事業 千円 
（１）活性化プラン推進(ばれいしょ、いちご、アスパラガス、ブロッコリー)

活性化プラン推進会議の開催、重要病害や栽培技術の改善・普及、展示ほ設置等 
（２）重点推進品目(ばれいしょ、いちご、アスパラガス、ブロッコリー以外の品目)の振興 

安定生産のための検討会開催、規模拡大、省力化につながる技術の検討 
（３）野菜作付拡大プロジェクト 

企画推進会議の開催、実証試験ほの設置、技術実証現地検討会の開催 
（４）産地の定時・定量・定質出荷体制強化 

野菜生産振興対策協議会、集出荷施設再編整備検討会等の開催等
（５）園芸用廃プラスチック適正処理推進 

園芸用廃プラスチックの適正処理についての啓発・指導等 
 
２．市町、団体等への助成事業等 千円
（１）「長崎ばれいしょ」こだわり産地づくり推進事業

〇春ばれいしょの早出し出荷の拡大推進や他県産との差別化を図るため、本県育成品種「アイマ
サリ」「ながさき黄金」等新品種の導入推進の取組に対し助成
・事業主体：全国農業協同組合連合会長崎県本部
・補 助 金： 千円（補 助 率：１／２以内）

（２）種ばれいしょ原・採種ほ設置委託
・委 託 先：長崎県種馬鈴薯協会
・委 託 料： 千円
・内 容：原種ほ 、採種ほ

（３）いちご優良系統確立支援事業
     〇いちご高品質品種の導入普及に向け、優良系統選抜等への取組に対し助成

・補 助 金： 千円（補 助 率：１／２以内） 
      ・事業主体：一般社団法人 長崎県園芸種苗供給センター
      ・助成対象：優良系統選抜に要する経費等  
３．新・野菜産地力アップチャレンジ事業 千円 
（１）市町等への助成事業 6,752千円 

・事業主体：農業者が組織する団体等 
・支援内容 

① 輸出等を目指すマーケットイン型産地育成 （補助率：定額、１／２以内） 
② 課題解決型産地の育成：スマート露地産地の育成支援、気候変動の強い産地育成

支援  （補助率：定額、１／２以内） 
（２）研修会開催等の開催  

・県内の普及に向けた研修会、現地検討会等の開催経費（県事業） 

 
  予  
  算  
  額 
 
 (千円） 

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年
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【
予
算
額
：

千
円
】

新
・
野
菜
産
地
力
ア
ッ
プ
事
業
（

～
）
（
拡
充
）

品
目
毎
に
定
め
た
活
性
化
プ
ラ
ン
等
に
掲
げ
た
農
業
技
術
の
普
及
・拡
大
に
よ
り
産
地
の
生
産
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
輸
出
、
ス
マ
ー
ト
技
術
対
策
や
気
候

変
動
に
強
い
産
地
づ
く
り
な
ど
産
地
自
ら
が
行
う
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
取
組
を
支
援
し
、
他
産
地
へ
の
普
及
の
横
展
開
を
図
り
、
本
県
野
菜
産
地
を
強
化
。

【
事
業
内
容
】

１
．
県
推
進
事
業

（１
）活
性
化
プ
ラ
ン
推
進
ば
れ
い
し
ょ
、
い
ち
ご
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

①
各
品
目
活
性
化
プ
ラ
ン
推
進
会
議
の
開
催
、
②
重
要
病
害
や
栽
培
技
術
の
改
善
・普
及
、
③
展
示
ほ
設
置
等

（２
）重
点
推
進
品
目
の
振
興
：ば
れ
い
し
ょ
、
い
ち
ご
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
以
外
の
品
目
で
、
将
来
の

産
地
維
持
・拡
大
の
た
め
に
改
善
が
必
要
な
品
目
に
対
す
る
産
地
振
興

（３
）野
菜
作
付
拡
大
、
加
工
業
務
用
野
菜
等
地
域
振
興
品
目
対
策
、
産
地
の
定
時
・定
量
・定
質
出
荷
体
制
強
化

４
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
推
進

２
．
団
体
等
へ
の
助
成
事
業
等

（１
）「
長
崎
ば
れ
い
し
ょ
」こ
だ
わ
り
産
地
づ
く
り
推
進
事
業

（事
業
主
体
：

全
農
な
が
さ
き
、
補
助
率
：

）
（２
）種
ば
れ
い
し
ょ
原
・採
種
ほ
設
置
委
託

（事
業
主
体
：
長
崎
県
種
ば
れ
い
し
ょ
協
会
）

（３
）い
ち
ご
優
良
系
統
確
立
支
援
事
業
（事
業
主
体
：
（一
社
）長
崎
県
園
芸
種
苗
供
給
セ
ン
タ
ー
、
補
助
率
：

）

３
．
市
町
等
へ
の
助
成
事
業

（１
）新
・野
菜
産
地
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

①
輸
出
等
を
目
指
す
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
産
地
育
成

輸
出
に
対
応
し
た
品
質
、
量
を
確
保
す
る
取
組
を
行
う
産
地
を
支
援

補
助
率
：

は
定
額
、

は
産
地
の
合
意
形
成
と
推
進

栽
培
技
術
の
確
立
に
向
け
た
取
組

新
生
産
方
式
導
入
に
係
る
資
機
材
導
入

輸
出
等
に
対
応
し
た
認
証
等
に
必
要
な
支
援

品
質
向
上
に
必
要
な
取
組

②
課
題
解
決
型
産
地
（ス
マ
ー
ト
露
地
・気
候
変
動
に
強
い
産
地
）の
育
成

露
地
野
菜
で
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
、
気
候
変
動
対
策
の
取
組
を
行
う
産
地
を
支
援

（補
助
率
：

は
定
額
、

は
定
額
、

（機
器
の
リ
ー
ス
等
）

導
入
技
術
の
合
意
形
成
と
推
進

導
入
技
術
の
実
証
、
技
術
習
得

気
候
変
動
へ
の
対
応

活
性
化
プ
ラ
ン
の
具
体
的
な
取
組
内
容

い
ち
ご
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ば
れ
い
し
ょ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
に

お
け
る
、
品
目
ご
と
に
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

ス
マ
ー
ト
技
術
や
資
材
導

入
に
よ
り
栽
培
に
適
し
た

環
境
を
維
持
し
安
定
生
産

及
び
単
収
向
上
を
図
る

実
証
圃
設
置
等
で
産
地

へ
の
普
及
を
加
速
化

さ
ら
に
県
域
で
の
実
証

報
告
会
等
で
情
報
共
有

し
他
産
地
へ
横
展
開

産
地
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
技
術
の
実
証
等

指
導
体
制
検
討

環
境
デ
ー
タ
管
理

夏
季
栽
培
管
理

品
目
ご
と
の
生
産
振

興
策
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
検
討

単
収
向
上

対
策
の
実
施

【
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
】
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予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 価格安定対策費

事 項 名 野菜生産出荷安定対策費 （野菜班）

（野菜班）（根拠法令等）
野菜生産出荷安定法
特定野菜等供給産地育成価格差補給事業実施要領

事
業
概
要

野菜指定産地の維持・強化を図るため、出荷量の実態調査及び研修会等を実施し、計画的・安定的な野
菜供給体制を確立する。また、野菜指定産地における指定野菜の生産安定を図るため、野菜価格低落時に
備え、交付準備金造成費の補助を行う。特定野菜産地及び指定野菜供給産地から出荷される野菜について
は、長崎県園芸振興基金協会が行う価格安定事業に対して助成し、野菜の需給並びに価格の安定を図る。

内

容

（事業実施期間）

昭和 年～

（実施内容）

１ 野菜指定産地指導費 千円

（１）野菜指定産地整備活性化推進

① 野菜指定産地の指導

② 調査等の実施

③ 野菜価格安定対策事業研修会の開催（県主催）

④ 野菜の入荷量及び価格等の資料作成、公表協議会への出席

（２）野菜需給均衡総合推進対策事業

（３）指定産地強化対策

２ 野菜価格安定対策事業

（１）令和６年度資金造成額等 ※表内の数字は令和６年２月現在の見込（単位：ｔ、千円）

予
算
額

千円

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その 他 一 般

令和５年

令和６年

令和６年度 令和６年度

予約量 予算額 左のうち

（見込み） （県費） 総額

指定野菜

特定野菜

指定育成野菜

契約指定野菜

契約特定野菜

計

再造成分必要造成額 参考：
令和５年度

実績額
（県費）国 県 生産者

　野菜指定産地の維持・強化を図るため、出荷量の実態調査及び研修会等を実施し、計画的・安定的な野
菜供給体制を確立する。また、野菜指定産地における指定野菜の生産安定を図るため、野菜価格低落時に
備え、交付準備金造成費の補助を行う。特定野菜産地及び指定野菜供給産地から出荷される野菜について
は、長崎県園芸振興基金協会が行う価格安定事業に対して助成し、野菜の需給並びに価格の安定を図る。
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１ 野菜生産出荷安定法に基づく野菜指定産地 令和５年 月現在

２ 野菜価格安定対策事業 年度別資金造成額及び交付実績 （単位：ｔ、千円、％）

資金造成額

年度 予約量 総額 左の負担区分 交付金額 交付率

（A） 国 県 生産者等 （B）
（B）/（A）

×100

元

種　　別 産地名 産地の範囲（市町） 共同出荷組織等 指定年月日

春だいこん 島原雲仙 島原市及び雲仙市 島原雲仙

秋冬だいこん 島原雲仙 島原市及び雲仙市 島原雲仙

春はくさい 島　　　原

島原市（旧有明町の区域を
除く）並びに南島原市のう
ち旧有家町、旧布津町及び
旧深江町の区域

島原雲仙

諫早・大村
諫早市（旧多良見町の区域
を除く）及び大村市

長崎県央

島原雲仙
島原市及び雲仙市、南島原
市

島原雲仙
H25.5.７

春夏にんじん 島原雲仙
島原市及び雲仙市、南島原
市

島原雲仙
H25.5.７

冬春トマト 大　雲　仙
南島原市のうち旧加津佐
町、旧口之津町、旧南有馬
町及び旧北有馬町

島原雲仙

冬春きゅうり 有　　　家
南島原市（旧有家町の区
域）

島原雲仙

諫　　　早 諫早市

松山ﾌｧｰﾑ
柳ﾌｧｰﾑ
ｸﾞﾘｰﾝﾌｧｰﾑ絆

鷹博農園

島原雲仙
島原市及び雲仙市（旧国見
町、旧瑞穂町、旧南串山
町）

島原雲仙
ｱｸｱﾄﾞﾘｰﾑ
鷹博農園
ﾏﾙﾏｻｾｰﾌﾃｨｰ農場

諫　　　早
諫早市（旧多良見町を除
く）

長崎県央
栄農場

平　　　戸 平戸市 ながさき西海

雲　　　仙

雲仙市（旧国見町、旧瑞穂
町の区域を除く）並びに南
島原市のうち旧加津佐町、
旧口之津町及び旧南有馬町

島原雲仙

諫　　　早
諫早市（旧多良見町を除
く）、大村市

長崎県央
松山ﾌｧｰﾑ

雲　仙　市
雲仙市（旧国見町、旧瑞穂
町の区域を除く）

島原雲仙
ﾏﾙﾏｻｾｰﾌﾃｨｰ農場

大　雲　仙
南島原市のうち旧加津佐町
及び旧南有馬町

島原雲仙
門畑農園

五　　　島 五島市（旧奈留町を除く） ごとう

平　　　戸
平戸市（旧平戸市、旧大島
村）

ながさき西海

10種別 18産地 7市町

冬にんじん

冬レタス

たまねぎ

ばれいしょ
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予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 園芸振興対策費

  事 項 名 咲き誇る「ながさきの花」産地拡大推進事業費 （花き特産班）

（根拠法令等）

事
業
概
要

咲き誇る「ながさきの花」産地拡大推進計画に基づき、本県花き生産振興に向けた

更なる規模拡大、生産性・品質の向上、生産コストの縮減、消費拡大や新たな需要の

創出等に向けた施策に取り組み、令和７年の産出額１００億円の達成を目指す。

内

容

（事業実施期間）

令和６年度～令和７年度

（実施内容）

１．県が行う事業

花き経営体農家育成対策 千円

①花き経営体農家育成研修会

県産花き生産消費拡大対策 千円

①県内での展示商談会

②県外における販路拡大

③輸出に対応した新規需要対策

④効率的な輸送体制の構築検討

花き振興施策情報収集活動 千円

（財）日本花普及センター賛助会費 千円

九州花き振興協議会負担金 千円

２．市町、団体等への助成事業等

花き生産組織充実・強化対策 千円

・事業内容：長崎県花き品評会、展示商談会、専門部会活動、研修事業、

情報提供、 一社 日本花き生産協会会費等

・事業主体：長崎県花き振興協議会

・補助率 ：１／２以内

予
算
額

千円

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 そ の 他 一 般

令和５年

令和６年
 

　咲き誇る「ながさきの花」産地拡大推進計画に基づき、本県花き生産振興に向けた

更なる規模拡大、生産性・品質の向上、生産コストの縮減、消費拡大や新たな需要の

創出等に向けた施策に取り組み、令和７年の産出額１００億円の達成を目指す。
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（参考資料１）

（単位：戸、a、千本、千鉢、百万円）

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積
出荷量
産出額

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積
出荷量
産出額

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － －
出荷量 － － －
産出額

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － － －
出荷量 － － －
産出額

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積
出荷量
産出額 －

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － － －
出荷量 － － － －
産出額 －

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － － －
出荷量 － － － －
産出額 － － －

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － － － －
出荷量 － － － －
産出額 － － － － －

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積
出荷量
産出額 － － － － －

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － － －
出荷量 － － － －
産出額 － － － － －

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － － －
出荷量 － － － －
産出額 － － － － －

栽培戸数 － － － － －
栽培面積 － － － －
産出額 － － － －

栽培戸数 － － － － － －
栽培面積 － － － － －
産出額

２．長崎市での切り花及び園芸用品の１世帯（二人以上の世帯）当たり年間購入額の推移　 （単位：円）

全国
長崎
順位
全国
長崎
順位

区          分

切り花

園芸用品

切花小計

鉢もの類

花壇用
苗もの類

花木類

合計

きく

ｶｰﾈｰｼｮﾝ

ばら

小    計

ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ

ゆり

ｽﾀｰﾁｽ

その他

１．長崎県花き栽培の推移

品目
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予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 園芸振興対策費

事 項 名 ［茶］ 茶・葉たばこ等産地構造改革推進事業費 （花き特産班）

（根拠法令等）

事
業
概
要

「長崎県茶業振興計画」に基づき、足腰の強い経営体の育成と優良品種、新技術の導入による産地

の構造改革と、全国茶品評会や日本茶ＡＷＡＲＤにおける県産茶の日本一獲得を契機とした県産茶の

認知度向上及び消費拡大を図るとともに、県外・海外を含めた販路拡大を図り、本県茶産地の維持、

拡大と農業所得向上に取り組む。

内

容

（事業実施期間）

令和６年度～令和７年度

（実施内容）

１．県が行う事業 千円（県費： 千円）

（１）生産者の経営安定支援（県推進費）

茶工場の集約・再編による協業化・法人化を推進

（２）スマート農業技術の導入推進（県推進費）

圃場管理システムの研修会やスマート農機の実演の開催によりスマート農業技術導入

検討、普及推進を実施

（３）品質・付加価値の向上の促進

・国庫事業を活用した優良品種への改植を重点的に推進

・全国茶品評会での継続した入賞に向けた技術力の向上を支援

（４）販路拡大・消費拡大対策

・商談会やフェアによる販路拡大、 イベントの検討、開催による消費拡大を推進

・若年層を対象とした茶の淹れ方教室などを通じ、県産茶の認知度向上を推進

（５）輸出に対応できる産地体制の整備

有機栽培や輸出の拡大に向け、スマート技術を活用した農薬低減など輸出に対応できる

栽培を実践する産地の育成、産地体制の整備を推進

２．市町、団体等への助成事業等

１ 「長崎県茶業振興計画」達成推進事業（補助率：１／２以内） 千円

（国費： 千円、県費： 千円）

・事業主体：長崎県茶業振興協議会

・内 容：①茶品評会等の開催に対する支援

②長崎県産茶の販路拡大・消費拡大に対する支援

※国費：デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）

予

算

額

（千円）

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年

 

　「長崎県茶業振興計画」に基づき、足腰の強い経営体の育成と優良品種、新技術の導入による

産地の構造改革と、全国茶品評会や日本茶ＡＷＡＲＤにおける県産茶の日本一獲得を契機とし

た県産茶の認知度向上及び消費拡大を図るとともに、県外・海外を含めた販路拡大を図り、本

県茶産地の維持、拡大と農業所得向上に取り組む。

予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 園芸振興対策費

事 項 名 ［茶］ 茶・葉たばこ等産地構造改革推進事業費 （花き特産班）

（根拠法令等）

事
業
概
要

「長崎県茶業振興計画」に基づき、足腰の強い経営体の育成と優良品種、新技術の導入による産地

の構造改革と、全国茶品評会や日本茶ＡＷＡＲＤにおける県産茶の日本一獲得を契機とした県産茶の

認知度向上及び消費拡大を図るとともに、県外・海外を含めた販路拡大を図り、本県茶産地の維持、

拡大と農業所得向上に取り組む。

内

容

（事業実施期間）

令和６年度～令和７年度

（実施内容）

１．県が行う事業 千円（県費： 千円）

（１）生産者の経営安定支援（県推進費）

茶工場の集約・再編による協業化・法人化を推進

（２）スマート農業技術の導入推進（県推進費）

圃場管理システムの研修会やスマート農機の実演の開催によりスマート農業技術導入

検討、普及推進を実施

（３）品質・付加価値の向上の促進

・国庫事業を活用した優良品種への改植を重点的に推進

・全国茶品評会での継続した入賞に向けた技術力の向上を支援

（４）販路拡大・消費拡大対策

・商談会やフェアによる販路拡大、 イベントの検討、開催による消費拡大を推進

・若年層を対象とした茶の淹れ方教室などを通じ、県産茶の認知度向上を推進

（５）輸出に対応できる産地体制の整備

有機栽培や輸出の拡大に向け、スマート技術を活用した農薬低減など輸出に対応できる

栽培を実践する産地の育成、産地体制の整備を推進

２．市町、団体等への助成事業等

１ 「長崎県茶業振興計画」達成推進事業（補助率：１／２以内） 千円

（国費： 千円、県費： 千円）

・事業主体：長崎県茶業振興協議会

・内 容：①茶品評会等の開催に対する支援

②長崎県産茶の販路拡大・消費拡大に対する支援

※国費：デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）

予

算

額

（千円）

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年

 

予 算 科 目 園芸振興費

事 業 名 園芸振興対策費

事 項 名 ［茶］ 茶・葉たばこ等産地構造改革推進事業費 （花き特産班）

（根拠法令等）

事
業
概
要

「長崎県茶業振興計画」に基づき、足腰の強い経営体の育成と優良品種、新技術の導入による産地

の構造改革と、全国茶品評会や日本茶ＡＷＡＲＤにおける県産茶の日本一獲得を契機とした県産茶の

認知度向上及び消費拡大を図るとともに、県外・海外を含めた販路拡大を図り、本県茶産地の維持、

拡大と農業所得向上に取り組む。

内

容

（事業実施期間）

令和６年度～令和７年度

（実施内容）

１．県が行う事業 千円（県費： 千円）

（１）生産者の経営安定支援（県推進費）

茶工場の集約・再編による協業化・法人化を推進

（２）スマート農業技術の導入推進（県推進費）

圃場管理システムの研修会やスマート農機の実演の開催によりスマート農業技術導入

検討、普及推進を実施

（３）品質・付加価値の向上の促進

・国庫事業を活用した優良品種への改植を重点的に推進

・全国茶品評会での継続した入賞に向けた技術力の向上を支援

（４）販路拡大・消費拡大対策

・商談会やフェアによる販路拡大、 イベントの検討、開催による消費拡大を推進

・若年層を対象とした茶の淹れ方教室などを通じ、県産茶の認知度向上を推進

（５）輸出に対応できる産地体制の整備

有機栽培や輸出の拡大に向け、スマート技術を活用した農薬低減など輸出に対応できる

栽培を実践する産地の育成、産地体制の整備を推進

２．市町、団体等への助成事業等

１ 「長崎県茶業振興計画」達成推進事業（補助率：１／２以内） 千円

（国費： 千円、県費： 千円）

・事業主体：長崎県茶業振興協議会

・内 容：①茶品評会等の開催に対する支援

②長崎県産茶の販路拡大・消費拡大に対する支援

※国費：デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）

予

算

額

（千円）

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年
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（参考事項）  
本県の茶生産動向

 
１ 茶生産状況

（全国） （単位： 、 ）

年 次 栽培面積 荒茶生産量

年

元年

２年

３年

４年

注）農林水産省「作物統計」「生産農業所得」による。

（長崎県） （単位：戸、 、 、円、％）

年 次 栽培農家数 栽培面積 荒茶生産量
西九州茶流通センターの取扱い

荒茶数量 １㎏当単価 共販率

年

元年

２年

３年

４年

注）栽培農家数、栽培面積、荒茶生産量は、農産園芸課調べ。 

 
２ 令和５年茶期別平均価格（西九州茶流通センタ－取扱い）

 
 茶 期 

荒茶数量 荒茶単価  
 

数量 ｔ   前年対比  ㎏当単価 円  前年対比  
一 番 茶 
二 番 茶 
三 番 茶 ― ―

合 計 
注）合計は、秋冬番茶等｢その他｣の茶期分を含む。

 
 

３ 緑茶の消費量（供給ベ－ス）の推移 （単位：ｔ、１人当消費量のみ ｇ） 

 
年 次 国内生産量 輸 入 量 輸 出 量 国内消費量 １人当り消費量

１世帯当たり支出

金額（長崎市） 
 

年

元年

 ２年  

 ３年  

 ４年  

※ 国内生産量は農林水産省「作物統計」、輸出入は財務省「貿易統計」 
１人当消費量＝国内消費量／国内人口（国内人口は総務省｢人口推計」）

※ 総務省家計調査＜品目分類＞都道府県庁所在市別１世帯当たり年間の支出金額（二人以上の世帯）より 調査対象：県庁所在地及び政令
指定都市の 市

 



22

 

予 算 科 目 園芸振興費 

事 業 名 園芸振興対策費 

事 項 名 ［葉たばこ］ 茶・葉たばこ等産地構造改革推進事業費  （花き特産班） 

 （根拠法令等） 

事 
業 
概 
要 

本県の離島、半島の基幹作物である葉たばこ産地の維持と新たな担い手の確保、省力化によ

る規模拡大を図るとともに、葉たばこの廃作を行った農地が耕作放棄されることなく、需要の

ある作物へ円滑に転換されるよう取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 

容 

 （事業実施期間） 
 令和６年度～令和７年度 
 
 （事業内容）  
 １．県が行う事業 千円
 （１）産地維持対策推進

 
 （２）全国葉たばこ生産県知事協議会活動

（３）葉たばこ廃作に係る円滑転換対策
 
 ２．市町、団体等への助成事業 
 （１）葉たばこ担い手強化対策事業   千円 
 
     ・補 助 率    １／２以内 
     ・事業主体 長崎県葉たばこ振興協議会 
     ・内 容 
       ア 担い手確保対策 
            後継者や新たな担い手を対象に経営及び栽培・調整技術等の基礎研修会の開催 
 イ 生産・品質向上対策

病害虫防除技術確立対策
省力化機器のデモ実演等

ウ 経営向上対策
中核農家や女性部対象の経営向上研修の開催等
品種転換による栽培技術検討、実証圃の設置等

 エ 協議会事業推進対策 
            事業計画検討会等の実施 
        
 （２）全国葉たばこ生産県知事協議会負担金   千円
 
     ・負 担 率 定額 
     ・交 付 先 全国葉たばこ生産県知事協議会 
     ・内 容 
       ア 葉たばこ審議会等への要請・陳情活動 

      イ 情報・資料の収集と交換 等 

 
予 
算 
額 

 
（千円） 

 
    年 度 

 
   金 額 

        財 源 内 訳 

   国 庫    県 債    その他   一 般 

  令和５年 

  令和６年 

 

　本県の離島、半島の基幹作物である葉たばこ産地の維持と新たな担い手の確保、省力化によ

る規模拡大を図るとともに、葉たばこの廃作を行った農地が耕作放棄されることなく、需要の

ある作物へ円滑に転換されるよう取り組む。
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（参考事項）

１．葉たばこ生産状況

1kg当たり 1戸当たり

単　価 収　量 代　金 栽培面積

（単位：ａ）

令和元年 令和２年 令和３年 令和4年 令和5年

栽培戸数

全国たばこ耕作組合中央会、西九州たばこ耕作組合調べ

南島原市

全

国

壱岐市

五島市

長

崎

（戸、ha、ｔ、百万円、円／Kg、Kg、円、ａ）

西九州たばこ耕作組合調べ

大村市

生　産　量

島原市

市町村名

県　計

10　ａ　当　た　り
販売代金

２．市町別たばこ栽培面積の推移

松浦市

栽培面積

平戸市

区分 年次
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予 算 科 目 農作物対策費

事 業 名 農産振興対策費

事 項 名 農作物種子対策費 （農産共済班）

（根拠法令等）
長崎県主要農作物種子条例

事
業
概
要

米、麦、大豆の優良種子、優良原種を安定生産、確保供給するため、関係団体と一体となっ
た生産管理技術の向上、生産体制の整備を図る。

内

容

（事業実施期間）
主要農作物種子確保対策：実施期間設定なし
主要農作物原種生産事業：平成 年度～

（事業内容）

１．県が行う事業
（１）優良種子生産指導費 千円

種子管理委員会の開催、奨励・認定品種の改廃、採種計画の策定、採種圃場の指定、採種
圃場審査・生産物審査の実施、種子生産技術研修会の開催等に必要な経費

（２）種子品質管理機器導入費 千円
主要農作物原原種の生産に要する機器を導入

（３）原種生産事業費 千円
①原種圃場審査

指定原種ほの圃場審査に必要な経費

②原種生産指導
指定原種ほにおいて、委託農家に対し、原種生産に係る特殊技術等の生産指導を実施す
る経費。

③原種品質管理
生産された原種の品質調査に要する経費

２．市町、団体等への助成事業

（１）原種生産管理委託料 千円
①原種生産委託料
（委託先：長崎県央農協・島原雲仙農協・ながさき西海農協・壱岐市農協）
原種生産と一般種子生産を比較した場合の、より綿密な生産管理に要する経費
（ ａ当たりに換算し委託料とする（原種生産圃場 ａ当たり 円））

× 円

②原種備蓄保管委託料（委託先： 一社 長崎県米麦改良協会）
気象災害等に影響されない安定供給を図るために実施する原種備蓄に要する経費
および出庫管理等事務に要する経費

予
算
額

（千円）

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 そ の 他 一 般

令和５年

令和６年

  米、麦、大豆の優良種子、優良原種を安定生産、確保供給するため、関係団体と一体となっ
た生産管理技術の向上、生産体制の整備を図る。

種子管理委員会の開催、奨励・認定品種の改廃、採種計画の策定、採種圃場の指定、採種
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（参考事項）

○指定種子生産ほ場、指定原種ほ（令和５年）

作物名 品種名

指定種子生産ほ場 指定原種ほ
生産地（ＪＡ）

※下線は原種生産地
指定面積

（ａ）

生産数量

（㎏）

指定面積

（ａ）

生産数量

（㎏）

水稲 コシヒカリ

つや姫

なつほのか

恋初めし

ヒノヒカリ

にこまる

レイホウ

山田錦

―

―

―

―

―

―

―

―

ながさき西海

壱岐市

ながさき西海、壱岐市

ながさき西海

ながさき西海、長崎県央、島原雲仙

長崎県央、島原雲仙

長崎県央

長崎県央

水稲計

麦 シロガネコムギ

チクゴイズミ

ミナミノカオリ

長崎Ｗ２号

はるか二条

長崎御島

長崎県央

島原雲仙

島原雲仙

島原雲仙

長崎県央、壱岐市

長崎県央

麦計

大豆 フクユタカ 壱岐市

水稲・麦・大豆 合計

【原種生産の仕組】
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予 算 科 目 農業共済団体指導費 

事 業 名   共済振興対策費 

事 項 名   農業共済団体等指導監督費                                    （農産共済班） 

 （根拠法令等） 
     農業保険法 
     同法 施行令 

 
 事 
 業 
 概 
 要 

農業保険法に定められた審査承認等の事務処理を行うとともに、農業共済団体の運営の適

正化と健全な発展を図るために情報収集および農業共済組合等に対する指導・監督を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   容 

  
（事業実施期間） 
 昭和 年～ 
 
 （事業内容） 
 １．県が行う事業   千円
 
 （１）農業共済組合等の指導・監督等 
 
 ・事業運営の効率化と経営基盤の強化 
 
       ・農業保険（農業共済、収入保険）の加入促進 
 
       ・基礎組織の育成強化 

 
予 
算 
額 

 
 （千円） 

 
    年 度 

 
   金 額 

        財 源 内 訳 

   国 庫    県 債    その他   一 般 

令和５年

令和６年



27

（参考事項）  
 
 
 ○令和５年度現地検査・指導等実績  

  令和５年度  
 
  
 
 
長崎県 
 農業共済組合 
 
  
 

 本所 
 西彼杵支所 
 諫早支所 
 島原北支所 
 島原南支所 
 五島支所 
 佐世保支所  
 大村東彼支所 
 平戸松浦支所 
 壱岐支所 
 対馬支所  

〇 
 

〇

〇

 
 

〇

 
 
 
 

（参考）要請検査実施箇所数 本所＋３支所 
  
      …佐世保地区家畜診療所、対馬地区家畜診療所を含む。

○コンプライアンス態勢強化に対する指導

○事業担当者会、運営協議会等
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予 算 科 目 農作物対策費

事 業 名 農産振興対策費

事 項 名 経営所得安定対策等推進事業費 （農産共済班）

（根拠法令等）

事
業
概
要

経営所得安定対策、水田活用の直接支払交付金、コメ新市場開拓等促進事業、畑作物産地形成
促進事業及び畑地化促進事業（以下総称して「経営所得安定対策等」という。）の実施に必要と
なる推進活動等のうち、都道府県段階及び地域段階の事業実施主体が行う現場における推進活動
や要件確認等に必要となる経費を助成する。
併せて、畑作物の産地づくりに取り組む地域を対象に、関係者間での調整や畑地化に伴う費用

負担（土地改良区の地区除外決済金等）等に要する経費を助成する。

内

容

（事業実施期間）
平成 年度～

（事業内容）
１．経営所得安定対策等推進事業費補助金 千円
（１）経営所得安定対策等推進事業費補助金（ 千円）

①市町（地域農業再生協議会）への助成（業務内容は以下のとおり）
・経営所得安定対策等の普及・推進活動、農業者に対する説明、交付申請書や営農計画

書等申請書類の配布・回収、対象作物の作付面積等の確認、農業者情報の収集・シス
テム入力・集計事務、産地交付金の要件設定・確認事務、営農継続支払を当年産の作
付面積に基づき支払うための準備に必要な活動、その他経営所得安定対策等の円滑な
実施に必要な活動

②長崎県農業再生協議会への助成（業務内容は以下のとおり）
・経営所得安定対策等の普及・推進活動、産地交付金の要件設定・確認及び市町に対す
る指導、その他経営所得安定対策等の円滑な実施に必要な活動 等

（２）畑作物産地形成促進事業（推進事務費）
・需要拡大が期待される畑作物へ転換するため、低コスト生産等に取り組む生産者へ支
援する事業を円滑に実施するために必要な経費への助成。

（３）コメ新市場開拓等促進事業（推進事務費）
・水田農業を需要拡大が期待される作物を生産する農業へと転換するため、実需者との
結び付きの下で、新市場開拓用米、加工用米、米粉用米（パン・めん用の専用品種）
の低コスト生産等に取り組む生産者へ支援する事業を円滑に実施するために必要な経
費への助成

２．長崎県畑地化促進事業費補助金 千円
（１）産地づくりに向けた体制構築支援

（補助率：定額（ 協議会当たり上限 千円））
・畑作物の産地形成に取り組む地域を対象に、体制構築等のために必要な調整経費
を定額補助

（２）土地改良区決裁金等支援（補助率：定額（上限 千円 ））
・令和５年度または令和６年度に畑地化に取り組むことを約束した農業者に対し、

地区除外決裁金等の必要支出経費を補助

予
算
額

（千円）

年 度 金 額
財 源 内 訳

国 庫 県 債 その他 一 般

令和５年

令和６年

　経営所得安定対策、水田活用の直接支払交付金、コメ新市場開拓等促進事業、畑作物産地形
成促進事業及び畑地化促進事業（以下総称して「経営所得安定対策等」という。）の実施に必
要となる推進活動等のうち、都道府県段階及び地域段階の事業実施主体が行う現場における推
進活動や要件確認等に必要となる経費を助成する。
　併せて、畑作物の産地づくりに取り組む地域を対象に、関係者間での調整や畑地化に伴う費
用負担（土地改良区の地区除外決済金等）等に要する経費を助成する。
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＜＜
都都
道道
府府
県県
段段
階階
＞＞

・
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
普
及
・
推
進
活
動

・
需
要
に
応
じ
た
作
物
の
生
産
方
針
等
の
策
定

・
産
地
交
付
金
の
要
件
設
定
・
確
認
、
市
町
村
等
に
対
す
る
指
導

・
荒
廃
農
地
等
の
再
生
利
用
に
必
要
な
活
動

等

＜＜
市市
町町
村村
（（
地地
域域
））
段段
階階
＞＞

・
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
普
及
・
推
進
活
動

・
需
要
に
応
じ
た
作
物
の
生
産
方
針
等
の
策
定

・
申
請
書
類
の
配
布
、
回
収
、
整
理
取
り
ま
と
め
、
受
付

・
対
象
作
物
の
作
付
面
積
・
生
産
数
量
等
の
確
認

・
農
業
者
情
報
の
シ
ス
テ
ム
入
力
、
集
計
作
業

・
産
地
交
付
金
の
要
件
設
定
・
確
認

・
荒
廃
農
地
等
の
再
生
利
用
に
必
要
な
活
動

・
農
業
者
の
水
田
情
報
等
の
収
集
・
整
理

等

＜＜
国国
段段
階階
＞＞

・
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
普
及
・
推
進
活
動

・
直
接
支
払
に
伴
う
内
容
審
査
、
シ
ス
テ
ム
入
力
処
理

・
交
付
金
の
支
払

等

経経
営営
所所
得得
安安
定定
対対
策策
等等
推推
進進
事事
業業

国国
（（
地地
方方
農農
政政
局局
））

市市
町町
村村交
付
申
請
・
交
付

県
、
農
業
団
体
、
農
業
会

議
、
共
済
組
合
等

都都
道道
府府
県県
農農
業業
再再
生生
協協
議議
会会

○○
経経
営営
所所
得得
安安
定定
対対
策策
及及
びび
水水
田田
活活
用用
のの
直直
接接
支支
払払
交交
付付
金金
のの
実実
施施
にに
必必
要要
とと
なな
るる
推推
進進
活活
動動
等等
のの
うう
ちち
、、
現現
場場
にに
おお
けけ
るる
推推
進進
活活
動動
やや
要要

件件
確確
認認
等等
にに
必必
要要
とと
なな
るる
経経
費費
にに
つつ
いい
てて
支支
援援
をを
行行
うう
。。

都都
道道
府府
県県

推推
進進
事事
業業
のの
仕仕
組組

推推
進進
事事
業業
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

地地
域域
農農
業業
再再
生生
協協
議議
会会

市
町
村
、
農
協
、
農
業
委

員
会
、
共
済
組
合
、
土
地

改
良
区
、
農
家
代
表
者

等

（参考事項）

１．経営所得安定対策等推進事業費補助金

（１）経営所得安定対策等推進事業費補助金 
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２．長崎県畑地化促進事業費補助金
（１）産地づくりに向けた体制構築支援、（２）土地改良区決裁金等支援
 

（
直
接
支
払
）

②
交
付
金
支
払




